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英雄の死と|う生を描く太陽神話の l、半 11JをC.G.斗シグは「似の航海J1 (1岨ht--seajourn吋 jとl呼!.F，
自我が無意識の深みに下降し，死を経た後に無意識から新たな心的エネルギーを供給されて意識面に再
生ずるまでの精神的再/1過程を象徴する元型と考えたυ この過科は意識と知立識の統合を目指す，ユン















解 íl~の中心に置いた。( I)~型論j 59 62， rユング思想の真髄JI14:j-5) Eノイマンも，これを父権的文
化の到達する人格分裂の危機と憂え，意識と無意識を繋ぐ元型イメージの活性化の意義を訴えた。 (r意
識の起源史j700) 
指2は{個別的要因で，戦争，災害.出侍等の桜々なトラウマの絞遺症としての PTSD(l)osl Trau町 ltlC
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1とどは ([1刊にと{何人というレベルの違いはあれ、 1帝J麦な相互間{ii，を持つであろうことは J山像に附く







定的に叫える場介(I也、識の起源史j233) と， 1!1、在地に住む竜が守り所有している宝を白うj'CJ/ ¥ー ソ
ナリティーに杭台 jるJ(ノイマン『アモールとブシケ一一 1 1 }.'I:を草視し，無意識を「主」をii'iすも
のとして自完的に捉えるj易合がある。ノイマンによれは，民邸神話における「怪物退治J- ~1~定的な
「父母 1心力!に対する「父設しJ1母殺しJの象僚 と偉大な父tJ均 あるいは母性的なイj有との




と「原母jに分離して (1原肉親の分離J) その支配閏から一応の離脱を注成した「息子 自我jが，更
にその各々を再定面と肯定面とに解体し，前者を「父殺しjと「母殺し|によって克服し後者を自ら
に統合する過科を‘十中日，liに登場する英雄の「竜とのl践しづに見 1'-[11I~ ‘「竜退治J (1怪物退治J:の成功を
一一「竜退治iの仮に続く，アニマを象徴する囚われの「乙女|との結婚と「宝」の獲得(アニマ
による全付、I+(I)[I[仰と創造性の獲得と同義)まで合めて 自Jli:確立の象徴と考えた。ノイマンにおけ
る「父J)じ !I~'J はその時代の文化的価値規範を， I母 IJe型!は煎識を行々象徴するので， 1父役しJとは
生命力の枯渇したJfDi+Liりな古い価値体系の破壊で、あり， rは殺し」とは意識の制御を超える本能ぴ)知的ー




























































































































































































































































ための行為であるがゆえに，その意味で死をもたらす ij)J:}史的な間と 1['.をもたらす光が最初から表裏 体
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内なる「太母jのo定面の克服 (1母殺しJ) と肯定刊の統合によってアニムスと結ぴっき. 1宝jを

































































結実したであろうことは 罪を告白した後の[さあ， くちづけしておくれ。あの森のなかでは してく
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「現実」に持ち帰る， l!日ち抱いた「宝 l を変容させ~)~)山ら「現実J に M'I L，その 17Jによって息





























































* C.G‘Jung， The Collected Woγks Vo1.8， 153， :“Every morning a divine hero is born ITom the sea and mounts the chariot 
。fthe sun. In th巴Westa Great Mother 8waits him， and he is dcvoured by her inけ10cvening. In the hゎlIy()f R dragon 





162 鹿児島女子短期大学紀要 第37号 (2002)
く分布してLゐるとL叶。





! i)，テセウスのアリアドネ救出， イアソンが大魚、に呑みとまれた話，ヨナがl!H];に合み込まれたlE，シ Lメール
神話のイナンナの冥界下りヨーがある。






府78) と呼び，人生後半においてこの「中心志向」を意幣イヒすること (704) 即叱「向我が白己意識化することこ
そ白我と自己の 休化であり，…f回性化であるJ(678) と"う




拙論 (3): Thf Scmlet Letterにおける Chilling-worthのliLJ設作 一「悪魔」と!神の使者j 鹿川島丈子短期
た学紀要第30り， 199日，
拙論 (4) 英雄神話『緋文'iサの意味 執筆の私的要因と社会的要因 鹿児島女了。短期大学紀要 第31号，
1996 
拙論 (5): r日己j元型f象としての Pearl 元型の対立と統合 鹿児島女子短期大学紀要 第33号， 1998 
lt11論 (6): r緋文字」に秘された新たなる神話一一一女伯十|ーと男'["1性の統合一 鹿児島女子短期大学紀法 第34号，
1999. 
拙諭 (7): r緋)(ニヂ』 μおける「夜の航海」 ヘスターとディムズデイルの 1面性化過程j 鹿児品交子初期
大学紀要第36号， 2001 
全て多少なりともヘスターとデイムズデイルの「夜の航海」に関連性を持つが， (2)(6)(7)で重点的に論じたc
父権的文化:ノイマンによれば「純粋にノ、 y ハオーフュン的なま味で、の，新t~ 太陽 意識一白夜の陛卯の支配，
H日ち男性優位の丈{ヒ 1!J意識の起iJ!;i史 2-131，1意識が1JJt豆、ぷから解き放たれ，男性的な自我を rlr心に引rfえた意識
系統が独立するとともに，無意識をJpj上ずる」文化 (r応性の派層j38-39) を18し，無意識的，火性的な価値観
と対立する。
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